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圏域住民15万人の命を支える医療

「地域医療の今とこれから」

地域医療の現状と課題

「がん治療の医療体制の整備
地域医療の連携が必要」

仙北組合総合病院の現状

「駐車場・老朽化・狭さの問題
安心できる医療の提供を」

圏域医療の現状とこれからの地域医療を考えるシンポジウム

　秋田県は、秋田市周辺に人口・医
療機関が集中しているほか、全国平
均に比べ、がんの死亡率が高い特徴
をもっています。がんに対する医療
施設医療体制を整え、地域の医師不
足を解消する適切な医師の配置が必
要です。
　また、利便性のある中核的な病院
と各医療機関が連携を図ることによ
り、身近な病院で安心して治療を受
けられるということが利用者にとっ
ても望ましい形だと考えます。

秋田県医師会
たすく

小 山 田  雍  会長

　仙北組合総合病院は、一番古い棟
で築 41 年が経過し老朽化が進んで
います。院内も狭く、最新の医療機
器を導入したくても設置スペースが
確保できないほか、入院患者の90％
が狭い６人部屋で治療を受けている
という現状です。
　駐車場も少なく、平日外来者数が
平均1,169人なのに対し、総駐車台数
はわずか276台しかありません。
　当院の病床数は圏域病院全体の
54%を占めています。利用者に安心
して治療を受けてもらうためにも、
これらの問題を早期に改善する必要
があります。

仙北組合総合病院
小 野 地  章 一  院長

　
昨
年
行
わ
れ
た
大
仙
市
の
市
民
意
識
調
査
。「
ま
ち
づ
く
り
計
画
に
つ
い
て
優
先
度
の
高
い
も
の
」
と
し
て
仙
北
組
合
総
合
病
院

の
早
期
移
転
新
築
が
ト
ッ
プ
に
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
　「
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
受
け
ら
れ
る
医
療
体
制
」
が
、
私
た
ち
の
安
全
で
安
心
な
生
活
を
支
え
る
こ
と
か
ら
、
地
域
に
お
け
る

医
療
の
現
状
を
理
解
し
、
今
後
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
必
要
な
の
か
を
、
住
民
一
人
一
人
が
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
５
月
20
日
、
仙
北
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
「
圏
域
医
療
の
現
状
と
地
域
医
療
を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
開
催

さ
れ
、
約
５
０
０
人
の
方
々
が
地
域
医
療
の
あ
り
方
に
つ
い
て
考
え
ま
し
た
。

　
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
圏
域（
大
仙
市
、
仙
北
市
、
美
郷
町
）の
二
次
医
療
を
支
え
る
仙
北
組
合
総
合
病
院
の
移
転
新
築
を
早

期
に
実
現
さ
せ
よ
う
と
開
催
さ
れ
た
も
の
で
、地
域
医
療
の
現
状
に
つ
い
て
の
基
調
講
演
や
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ

れ
、
早
期
移
転
新
築
の
必
要
性
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。
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パネルディスカッション

「圏域医療の現状と
圏民の求める医療の姿」

　
秋
田
県
で
は
、
秋
田
市
周
辺
に
人
口
や

医
療
機
関
が
集
中
し
て
い
る
た
め
、
地
域

で
は
医
療
機
関
や
医
師
不
足
を
ど
う
解
消

す
る
か
が
今
後
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
本
県
は
、
が
ん
の
死
亡
率
が
全

国
平
均
に
比
べ
て
高
い
こ
と
か
ら
、
今
後

は
が
ん
診
療
の
体
制
を
整
え
る
こ
と
も
地

域
医
療
を
考
え
る
う
え
で
必
要
で
す
。

　
人
材
を
確
保
し
、
救
急
医
療（
特
に
小

児
救
急
医
療
）の
体
制
を
整
え
、
診
療
所

や
開
業
医
そ
し
て
中
核
病
院
が
連
携
を

取
り
な
が
ら
医
療
を
提
供
す
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

　
圏
域
内
病
院
の
一
般
病
床
総
数
は
１

０
４
６
床
。仙
北
組
合
総
合
病
院
は
一
般

病
床
数
が
５
６
８
床
あ
り
、圏
域
病
院
全

体
の
約
54
％
の
ベ
ッ
ド
数
を
占
め
て
い

る
こ
と
か
ら
、圏
域
医
療
の
中
核
を
担
う

病
院
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

　
外
来
患
者
数
は
１
日
平
均
１
１
６
９

人
、入
院
患
者
数
は
１
日
平
均
５
２
９
人

で
、
救
急
搬
送
患
者
の
56
％
が
組
合
病
院

に
搬
送
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、圏
域
に

お
け
る
組
合
病
院
の
果
た
す
役
割
は
非

常
に
大
き
い
と
言
え
ま
す
。

　
し
か
し
、地
域
医
療
の
中
核
と
し
て
圏

民
15
万
人
の
命
を
支
え
る
組
合
病
院
は
、

現
在
多
く
の
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

　
組
合
病
院
の
最
も
古
い
棟
は
、築
41
年
が

経
過
す
る
な
ど
老
朽
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、
建
物
が
狭
く
、
最
新
の
医
療
機

器
を
導
入
し
た
く
て
も
設
置
す
る
場
所
が

な
い
、
ベ
ッ
ド
の
移
動
も
ス
ム
ー
ズ
に
行

え
な
い
な
ど
の
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

　
病
室
の
割
合
も
90
％
が
６
人
部
屋
と
い

う
状
況
で
入
院
患
者
は
狭
い
病
室
で
看
護

を
受
け
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

　
ま
た
、
病
院
の
駐
車
場
ス
ペ
ー
ス
が
少

な
く
、
現
時
点
で
の
解
決
策
と
し
て
は
、

周
辺
駐
車
場
を
借
り
て
利
用
す
る
し
か
方

法
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
駐
車
場
は
第
１
か
ら
第
４
ま
で
あ
る
も

の
の
、
場
所
が
分
散
し
て
い
る
う
え
総
駐

車
台
数
も
２
７
６
台
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　
病
院
へ
の
外
来
患
者
、
お
見
舞
い
や
入

院
患
者
の
家
族
の
来
院
を
考
え
る
と
駐
車

ス
ペ
ー
ス
が
絶
対
的
に
少
な
い
の
は
明
ら

か
で
す
。

　
大
仙
市
、
仙
北
市
、
美
郷
町
圏
域
15
万

人
の
生
命
を
守
る
地
域
医
療
の
中
核
病
院

で
あ
る
仙
北
組
合
総
合
病
院
は
「
老
朽

化
」「
狭
さ
」「
駐
車
場
の
問
題
」
と
さ
ま

ざ
ま
な
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

　
病
院
経
営
の
母
体
で
あ
る
厚
生
連
で

は
、
長
期
計
画
を
立
て
病
院
の
改
築
を
進

め
て
い
ま
す
が
、
現
在
の
計
画
に
仙
北
組

合
総
合
病
院
の
改
築
計
画
は
盛
り
込
ま
れ

て
い
ま
せ
ん
。

  

地
域
医
療
の
中
核
病
院
で
あ
る
仙
北
組

合
総
合
病
院
が
、
地
域
住
民
が
安
心
で
き

る
医
療
技
術
・
設
備
を
整
備
で
き
る
よ
う

行
政
と
し
て
も
最
大
限
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
病
院
の
移
転
新
築
を
、
病
院
と
厚
生
連

の
問
題
と
し
て
考
え
る
の
で
は
な
く
、
将

来
に
お
い
て
も
こ
の
地
域
で
安
心
し
暮
ら

す
た
め
、
圏
域
住
民
み
ん
な
が
地
域
医
療

に
つ
い
て
考
え
、
行
動
す
る
こ
と
が
必
要

で
す
。
　

　パネルディスカッションでは「駐車場問題の早期解
決」「快適な環境で医療が受けられる利便性の高い医療
の提供」が病院側へ要望として挙げられたほか、病院側
として「現実問題として医師不足が挙げられる。小児診
療に関して言えば、圏域内の小児科医師と連携を図り、
日曜日の小児救急診療では輪番制をとるなど、できる範
囲で住民の要望に応えられる体制づくりに努めている」
とし、利用者側と病院側の意見交換が行われました。
　また、移転新築の問題は病院、経営する厚生連だけの問
題ではなく圏域住民の命を支える重要な問題。一人一人が
この問題を考え、圏域全体が協力し、早期に実現させるこ
とが必要だと話し合われました。

仙北組合総合病院の概要（H17）
外来利用者数 1,169 人／日
新館外来利用者数 209 人／日
入院患者数 529 人／日
総駐車台数 276 台
一般病床数 568 床
総ベッド数 622 床

地
域
医
療
を
支
え
る
組
合
病
院

組
合
病
院
の
抱
え
る
課
題

地
域
医
療
の
現
状
と
課
題

こ
れ
か
ら
の
取
り
組
み

仙北組合総合病院の概要 (H17）
　外来利用者数 1,169 人／日
　新外来利用者数 209 人／日
　入院患者数 529 人／日
　総駐車台数 276 台
　一般病床数 568 床
　総ベッド数 622 床
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児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
る
方
は
、
毎
年

６
月
に
「
現
況
届
」
を
提
出
す
る
こ
と
が
決

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
毎
年
６
月
１
日
現
在
の
状
況
を
記

入
し
、
引
き
続
き
手
当
を
受
け
ら
れ
る
か
判

定
す
る
た
め
の
も
の
で
、
届
け
出
が
な
い
と

手
当
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

　
申
請
受
付
期
間
や
会
場
な
ど
の
詳
し
い
内

容
に
つ
い
て
は
、
６
月
発
行
の
各
地
域
版
広

報
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
な
お
、
公
務
員
の
方

は
勤
務
先
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
支
給
対
象
年
齢
が
12
歳（
小
学
校

６
年
生
）
ま
で
拡
大
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

3

2

1

児
童
手
当
現
況
届

６
月
は
児
童
手
当
の
届
け
出
を

所
得
制
限
も
引
き
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
手
当
に
該
当
す
る
方
で
、
受
付
期
間
内
に

申
請
が
で
き
な
い
場
合
は
、
お
早
め
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】

各
地
域
総
合
支
所
市
民
課

大
曲
地
域
の
方
は
児
童
家
庭
課

☎
０
１
８
７(

63)

１
１
１
１

内
線
１
７
３
・
１
７
４
ま
で

　
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
世
帯
で
、

加
入
者
等
の
合
計
所
得
が
基
準
以
下
だ
っ
た

場
合
に
、
国
保
税
の
「
平
等
割
」
と
「
均
等

割
」
の
２
割
軽
減
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
軽
減

を
受
け
る
た
め
に
は
申
請
が
必
要
で
す
。

　
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
世
帯
に
は
、
６
月

中
旬
に
申
請
書
を
発
送
す
る
予
定
で
す
。
期

限
を
過
ぎ
ま
す
と
申
請
が
あ
っ
て
も
軽
減
は

受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
、
早
め
の
申
請
を
お

願
い
し
ま
す
。

◆
申
請
受
付
期
限
／
６
月
30
日（
金
）

【
問
い
合
わ
せ
】

税
務
課
市
民
税
班

☎
０
１
８
７（
63
）１
１
１
１

内
線
１
０
６
・
１
０
８
ま
で

　
６
月
８
日
に
開
会
予
定
の
「
市
議
会
第
２

回
定
例
会
」
か
ら
、
本
会
議
の
一
部
を
市
役

所
大
曲
庁
舎
と
、
各
総
合
支
所
に
設
置
し
て

い
る
大
型
テ
レ
ビ
で
中
継
し
ま
す
。
議
場
に

足
を
運
ば
な
く
て
も
傍
聴
で
き
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
現
在
は
大
曲
庁
舎
・
各
総
合
支
所

の
み
で
す
が
、
今
後
は
視
聴
で
き
る
場
所
を

拡
大
し
て
い
く
予
定
で
す
。

◆
中
継
予
定
期
日
／

６
月
８
日（
木
）市
長
に
よ
る
市
政
報
告

６
月
16
日（
金
）・
19
日（
月
）議
員
に
よ
る
一

般
質
問

◆
中
継
予
定
時
間
／
午
前
10
時
〜

【
問
い
合
わ
せ
】

議
会
事
務
局

☎
０
１
８
７（
63
）１
１
１
１

内
線
３
０
４
ま
で

国
民
健
康
保
険
税
の
２
割
軽
減

申
請
は
お
早
め
に

市
議
会
本
会
議
中
継

各
総
合
支
所
で
視
聴
で
き
ま
す

課税誤りについて
おわびします

固定資産税（償却資産）
　大仙市では、５月８日に固定資産税納税通

知書を37,715通発送しましたが、償却資産を

持っている154の事業者の方々に誤った額の

通知書をお届けしてしまいました。

　償却資産とは、会社や個人で事業を行って

いる方が、その事業のために使用している機

械、器具、備品などを言います。償却資産と

土地、家屋を合わせたものが「固定資産」に

なります。

　市では全ての償却資産所有者について再点

検を行った上で、誤った納税通知書を送付し

た事業者の方々に適正な通知書をお届けしま

した。納税者のみなさんに多大なご迷惑をお

かけしましたことを深くおわびします。

　今後はこのような事が起きないよう、適切

に事務を処理します。

【問い合わせ】

税務課資産税班

☎ 0187-63-1111内線109まで

市役所からの

4



5

7

大
仙
市
民
プ
ー
ル
監
視
員
募
集

監
視
員
を
募
集
し
ま
す

6

◆
料
金
／
【
市
内
の
方
】
小
・
中
学
生
＝
無

料
、
一
般（
高
校
生
以
上
）＝
１
０
０
円

【
市
外
の
方
】
小
・
中
学
生
＝
１
０
０
円
、

一
般（
高
校
生
以
上
）＝
２
１
０
円

◆
時
間
／
午
前
10
時
〜
午
後
９
時

◆
休
館
日
／
８
月
13
日(

日)

、
26
日(

土)

　
市
民
プ
ー
ル
の
監
視
を
し
て
く
れ
る
方
を

募
集
し
ま
す
。
詳
し
い
勤
務
時
間
に
関
し
て

は
、
採
用
後
に
決
定
し
ま
す
。

◆
申
込
受
付
期
限
／
６
月
12
日(

月)

◆
時
給
／
６
４
０
円

◆
募
集
人
員
な
ど
／
学
生
の
方
を
若
干
名

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課（
大
曲
体
育
館
内
）

☎
０
１
８
７(

63)

１
１
２
２
ま
で

大
仙
市
民
プ
ー
ル

６
月
20
日
に
オ
ー
プ
ン

【問い合わせ】

市民プール☎ 0187- 63-0666

スポーツ振興課（大曲体育館内）

☎ 0187- 63-1122まで

ぜひ大仙市民プールをご利用ください。

大曲庁舎
大仙市大曲花園町１番１号
☎0187-63-1111

西仙北庁舎
大仙市刈和野字本町５番地
☎0187-75-1111

南外庁舎
大仙市南外字下袋218番地
☎0187-74-2111

大曲南庁舎
大仙市大曲日の出町２丁目８番４号
☎0187-66-4905

中仙庁舎
大仙市北長野字茶畑141番地
☎0187-56-2111

仙北庁舎
大仙市高梨字田茂木10番地
☎0187-63-3003

神岡庁舎
大仙市神宮寺字蓮沼16番地３
☎0187-72-2111

協和庁舎
大仙市協和境字野田４番地
☎018-892-2111

太田庁舎
大仙市太田町太田字新田田尻３番地４
☎0187-88-1111
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市
で
は
、
今
年
度
も
さ
ま
ざ
ま
な
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
支
援
制
度
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
度
ま
で
の
「
自
治
会
支
援
事
業
補

助
」「
自
治
会
館
維
持
管
理
費
等
補
助
」
に
つ

い
て
は
、
制
度
を
一
本
化
。「
自
治
会
育
成
支

援
補
助
」
と
し
て
、
大
幅
に
手
続
き
を
簡
単

に
し
ま
し
た
。

　
制
度
の
詳
し
い
変
更
内
容
に
関
し
て
は
、

こ
れ
か
ら
行
う
説
明
会
な
ど
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　
未
登
録
の
自
治
会
で
補
助
を
希
望
す
る
場

合
、
大
曲
地
域
の
場
合
は
総
合
政
策
課
、
ほ

か
の
地
域
の
場
合
は
、
各
地
域
の
総
合
支
所

地
域
振
興
課
ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
自
治
会
育
成
支
援
補
助
】

◆
対
象
／
お
お
む
ね
10
世
帯
以
上
の
世
帯
が

加
入
し
て
い
る
自
治
会
、
町
内
会
、
集
落
会

な
ど
で
、
規
約
・
会
則
・
役
員
・
予
算
を
定

め
、
自
治
活
動
や
地
域
づ
く
り
活
動
を
行
っ

て
お
り
、
市
に
登
録
し
て
い
る
こ
と

◆
補
助
額
／

<

育
成
費
補
助>

　
１
自
治
会
当
た
り
、
世
帯
割
と
均
等
割
の

　
合
計
額

<

会
館
維
持
費>

　
世
帯
数
区
分
に
よ
る
定
額

10
世
帯
以
下
＝
１
万
円

11
世
帯
か
ら
30
世
帯
ま
で
＝
１
万
５
０
０
０
円

31
世
帯
か
ら
50
世
帯
ま
で
＝
２
万
５
０
０
０
円

51
世
帯
以
上
＝
３
万
５
０
０
０
円

自
治
会
育
成
支
援
補
助
制
度

手
続
き
が
簡
単
に
な
り
ま
し
た

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】

大
曲
地
域
の
自
治
会
は

総
合
政
策
課
地
域
政
策
班

☎
０
１
８
７(

63)

１
１
１
１

内
線
２
３
６

　
そ
の
他
の
地
域
の
自
治
会
は

各
総
合
支
所
地
域
振
興
課
ま
で

　
地
域
協
議
会
委
員
研
修
の
一
環
と
し
て
、

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
講
演
会
を
行
い
ま
す
。

　
講
師
は
、
大
仙
市
誕
生
記
念
式
典
で
記
念

わ
た
る

講
演
を
行
っ
た
大
森
彌
・
東
京
大
学
名
誉
教

授
で
す
。
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

◆
日
時
／
６
月
25
日(

日)

午
後
１
時
〜

◆
会
場
／
中
仙
市
民
会
館（
ド
ン
パ
ル
）

◆
講
師
／
大
森
彌
・
東
京
大
学
名
誉
教
授

◆
講
演
内
容
／
地
域
自
治
の
新
た
な
可
能
性

【
問
い
合
わ
せ
】

各
総
合
支
所
地
域
振
興
課

大
曲
地
域
の
方
は
総
合
政
策
課

☎
０
１
８
７(

63)

１
１
１
１

内
線
２
３
６
ま
で

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
講
演
会

大
森
東
大
名
誉
教
授
が
再
び
講
演大仙市誕生記念式典で講演

する大森教授。
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日
本
で
暮
ら
す
外
国
人
の
方
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
、
日
本
語
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講

座
の
受
講
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
講
座
を
受
講
さ
れ
た
方
は
、
大
仙
・

仙
北
広
域
圏
日
本
語
講
座
の
指
導
者
と
し
て

参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
興
味
を

お
持
ち
の
方
は
ぜ
ひ
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
日
時
／
６
月
11
日(

日)

・
25
日(
日)

午
前

10
時
〜
正
午

◆
会
場
／
大
曲
仙
北
広
域
交
流
セ
ン
タ
ー

◆
受
講
料
／
無
料

◆
講
師
／
杉
山
朗
子
さ
ん（
国
際
教
養
大
学

助
教
授
）

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

☎
０
１
８
７(

63)

１
１
１
１

内
線
３
３
８
ま
で

　
大
曲
駅
東
第
１
地
区
の
地
区
計
画（
案
）の

説
明
会
と
縦
覧
を
行
い
ま
す
。

　「
地
区
計
画
」
は
、
そ
の
地
区
に
住
ん
で
い

る
み
な
さ
ん
と
行
政
が
一
体
と
な
り
、
地
区

の
特
性
を
生
か
し
、
よ
り
良
い
住
環
境
の
整

備
に
必
要
な
「
土
地
利
用
の
ル
ー
ル
」
を
定

め
る
た
め
の
制
度
で
す
。

　
大
曲
駅
東
第
１
地
区
に
お
住
ま
い
か
、
地

区
内
に
利
害
関
係
を
有
す
る
方
は
ぜ
ひ
ご
来

　
４
月
か
ら
11
月
ま
で
の
期
間
中
「
太
田
交

流
プ
ラ
ザ
・
朝
市
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
採

れ
た
て
の
新
鮮
な
野
菜
や
山
菜
な
ど
が
販
売

さ
れ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
農
産
物
を
販
売
す
る
方
も
募
集
し

て
い
ま
す
。
販
売
手
数
料
、
利
用
料
は
不
要

で
す
が
、
登
録
が
必
要
で
す
の
で
興
味
を
お

持
ち
の
方
は
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
８
月
12
日（
土
）の
午
後
４
時
〜
６

時
に
夕
市
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

◆
開
催
日
／
６
月
17
日
、
７
月
１
・
15
日
、

８
月
５
・
19
日
、
９
月
２
・
16
日
、
10
月
７
・

21
日
、
11
月
４
・
18
日
の
各
土
曜
日

◆
時
間
／
午
前
８
時
〜
９
時

◆
会
場
／
太
田
交
流
プ
ラ
ザ（
太
田
球
場
南
）

【
問
い
合
わ
せ
】

Ｊ
Ａ
秋
田
お
ば
こ
太
田
営
農
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
８
７(

88)

２
２
０
１

太
田
総
合
支
所
農
林
振
興
課

☎
０
１
８
７(

88)

１
１
１
５
ま
で

場
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
縦
覧
期
間
終
了
の
翌
日
か
ら
１
週

間
以
内
で
あ
れ
ば
、
市
長
に
意
見
書
の
提
出

が
可
能
で
す
。

【
説
明
会
】

◆
日
時
・
会
場
／

６
月
９
日(

金)

午
後
７
時
〜
、

花
館
公
民
館
２
階
和
室

６
月
11
日(

日)

午
前
10
時
〜
、大

曲
北
保
育
園

【
地
区
計
画
縦
覧
】

◆
期
間
／
６
月
９
日(

金)

か
ら
22
日(

木)

ま
で

※
土
・
日
曜
日
を
除
く

◆
場
所
／
都
市
計
画
課（
大
曲
南
庁
舎
）

【
問
い
合
わ
せ
】

都
市
計
画
課
計
画
班

☎
０
１
８
７(

66)

４
９
０
８
ま
で

日
本
語
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

海
外
か
ら
来
た
方
を
サ
ポ
ー
ト

朝市で新鮮な野菜をお買い求めくださ
い。

地
区
計
画
説
明
会
・
縦
覧

対
象
は
大
曲
駅
東
第
１
地
区

太
田
交
流
プ
ラ
ザ
・
朝
市

新
鮮
な
野
菜
は
い
か
が
で
す
か

市役所からの
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消
雪
施
設
に
対
す
る
補
助
金

申
し
込
み
は
お
早
め
に

　
今
年
度
の
消
雪
施
設
補
助
金
の
申
請
締
切

期
限
は
７
月
末
日
で
す
。
申
請
を
行
う
場
合

は
、
早
め
に
申
請
書
を
提
出
す
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

　
窓
口
は
、
大
曲
地
域
が
道
路
河
川
課
、
他

の
地
域
が
各
総
合
支
所
の
建
設
課
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
な
お
、道
路
河
川
課
は
大
曲
南
庁
舎
に
移

動
し
て
い
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

各
総
合
支
所
建
設
課

大
曲
地
域
の
場
合
は

道
路
河
川
課
維
持
班（
大
曲
南
庁
舎
）

☎
０
１
８
７(

66)

４
９
０
５
ま
で

12

　「
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
市
民
意
識
調

査
」
を
実
施
し
ま
す
。

　
調
査
は
20
〜
75
歳
の
市
民
の
中
か
ら
無
作

為
に
抽
出
さ
れ
た
３
０
０
０
人
の
方
々
が
対

象
に
な
り
ま
す
。

　
調
査
票
が
届
い
た
方
は
、
お
手
数
で
す
が

調
査
票
に
記
入
し
、
同
封
の
返
信
用
封
筒
で

返
信
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
際
に
は
返

信
用
封
筒
に
切
手
を
貼
ら
ず
に
お
出
し
く
だ

さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

男
女
共
同
参
画
室

☎
０
１
８
７(

63)

１
１
１
１

内
線
２
９
９
ま
で

11

　
第
48
回
水
道
週
間
が
６
月
１
日(

木)

か
ら

７
日(

水)
ま
で
全
国
的
に
展
開
さ
れ
ま
す
。

そ
れ
に
合
わ
せ
、
水
道
水
に
対
す
る
理
解
を

深
め
て
も
ら
う
た
め
、
作
文
・
図
画
・
習
字
・

標
語
の
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

◆
応
募
内
容
／

【
作
文
の
部
】
対
象
＝
小
・
中
学
生
、
字
数
・

題
材
＝
小
学
１
年
生
か
ら
３
年
生
ま
で
は
８

０
０
字
以
上
、
小
学
４
年
生
か
ら
６
年
生
ま

で
は
１
２
０
０
字
以
上
、
中
学
生
１
６
０
０

字
以
上
で
、
水
に
関
す
る
も
の

【
図
画
の
部
】
対
象
＝
小
・
中
学
生
、
題
材
＝

水
に
関
す
る
も
の

【
習
字
の
部
】
対
象
＝
小
学
生
、
題
材
＝
小
学

１
年
生
か
ら
３
年
生
ま
で
は
「
み
ず
」、
小
学

４
年
生
か
ら
６
年
生
ま
で
は
「
水
道
週
間
」

【
標
語
】
対
象
＝
制
限
な
し
、
題
材
＝
水
道
に

関
す
る
も
の

◆
申
込
受
付
期
限
／
７
月
10
日（
月
）※
当
日

消
印
有
効

◆
申
し
込
み
先
／
〒
１
０
２-

０
０
７
４
東

京
都
千
代
田
区
九
段
南
４-

８-

９
水
道
会
館

内
日
本
水
道
新
聞
社
水
道
週
間
顕
彰
募
集
係

ま
で
※
６
月
30
日(

金)

ま
で
に
作
品
を
水
道

局
ま
で
提
出
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
日
本
水

道
新
聞
社
ま
で
お
届
け
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

水
道
局
上
水
道
課
企
画
管
理
班

☎
０
１
８
７(

63)

１
１
１
１

内
線
１
２
１
ま
で

全
国
水
道
週
間
作
品
募
集

安
全
と 

お
い
し
さ
ご
く
り 

水
道
水

男
女
共
同
参
画
市
民
意
識
調
査

調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

大曲庁舎
大仙市大曲花園町１番１号
☎0187-63-1111

西仙北庁舎
大仙市刈和野字本町５番地
☎0187-75-1111

南外庁舎
大仙市南外字下袋218番地
☎0187-74-2111

大曲南庁舎
大仙市大曲日の出町２丁目８番４号
☎0187-66-4905

中仙庁舎
大仙市北長野字茶畑141番地
☎0187-56-2111

仙北庁舎
大仙市高梨字田茂木10番地
☎0187-63-3003

神岡庁舎
大仙市神宮寺字蓮沼16番地３
☎0187-72-2111

協和庁舎
大仙市協和境字野田４番地
☎018-892-2111

太田庁舎
大仙市太田町太田字新田田尻３番地４
☎0187-88-1111
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　５月13日、市つり公園（飯田沼）を会場に第26

回子どもつり大会が行われ、小・中学生合わせて

13人が参加しました。

　大会は、市内の釣具店、大曲へら鮒釣研究会、仙

北漁業協同組合大曲支部、巨へら会から協賛をい

ただいて市が毎年開催しています。子どもたちは

４時間にわたって釣った魚の重量を競いました。

入賞者は次のとおりです。〈敬称略、○内は学年〉

【小学生の部】▼優勝＝小西孝洋（花館小⑥）▼準優

勝＝佐藤佑香（大曲小⑥）▼第３位＝大屋敷拓（四ツ

屋小⑤）

【中学生の部】▼優勝＝斉藤学志（千畑中②・美郷

町）▼準優勝＝小山雄暉（大曲中③）▼第３位＝高橋

康弥（大曲中③）

【特別賞】▼大物賞＝斉藤学志（千畑中②・美郷町）

▼珍魚賞＝佐々木航（大曲小④）

1010

第26回大曲子どもつり大会
子ども太公望、腕を競う

　「毎月花火が打ち上がるまち大仙市」

　５月20日には、出羽鶴酒造株式会社主催による

「楢岡の酒花火」が南外ふれあいパークで行われま

した。

　酒米の田植えが始まる時期に打ち上げられた花

火には、「豊作を願い、また田植え作業の労をねぎ

らい、地元の美酒に舌鼓を打ちながら花火鑑賞を

してもらいたいという思いがこめられています」

と主催者側。地元企業からの協力もいただきなが

ら、約500発の花火が打ち上げられました。

　とっくりや杯の花火が打ち上がるなど、酒を

テーマにした唄に合わせて花火が打ち上がった鑑

賞会のほかにも、きき酒大会や杜氏による酒屋唄、

南外民謡同好会の民謡、踊りが行われるなど、地

域の特色を生かした初夏のひとときに観衆は酔い

しれました。

楢岡の酒花火
美酒に舌鼓を打ちながら

写真／南外ふれあいパークを会場に、酒をテーマにし
た唄に合わせ色とりどりの花火が打ち上げられました。

写真上／子ども釣り大会の表彰式。
上位入賞者がトロフィーを手にしま
した。

写真右／水面をにらみながら、魚と
の静かな戦いが繰り広げられました。
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（同）、�橋静輝さん（同）、高橋正二さん（美郷町）、高

橋芳夫さん（同）、見沢貢さん（同）。

　５月18日、

(株)中嶋精密

製作所（中嶋貞

明代表取締役）

から、来年開

催される秋田

わか杉国体の

マスコット

「スギッチ」の

亜鉛鉄板製人

形が市に寄贈

されました。

わか杉国体マスコット人形の寄贈

来年に迫った国体を盛り上げる

　５月13日、道の駅「なかせん」後ろの斉内川

を会場にカヌー体験教室が行われました。

　この教室は、八乙女さくらまつりの協賛行事

として中仙さくらまつり実行委員会と秋田県カ

ヌー協会が毎年行っているものです。

　参加者のみなさんは、カヌー協会員からオー

ルの持ち方や漕ぎ方を教わると２人乗りカヌー

に乗り込み早速水上へ。ほとんどの方がカヌー

初心者ということでしたが、後ろに乗ったカ

ヌー協会員の適切なアドバイスと手ほどきによ

り、安全に楽しくカヌーを体験することができ

ました。参加者は「滅多にできない経験ができた」

　「スギッチ」を寄贈してくださった
中嶋精密製作所の中嶋貞明代表取締
役（写真中）と佐藤正専務取締役。

　真木真昼県立自然公園を美しくする会の本年度例

会が５月11日、美郷町仏沢の「ふるさと産物館」で

開催されました。

　例会には、大仙市と美郷町の自然公園関係者や商

工会、山岳会代表など35人が出席し、栗林次美会長

が「県内に８カ所しかない県立自然公園を全市全町

で守っていくことが必要。大切な自然を後世にしっ

かりと引き継いでいきたい」とあいさつしました。

　例会では、昨年に引き続きフォトコンテストを実

施することやガイドマップの更新、不法投棄に厳し

く対処していくことなどを確認したほか、自然公園

斉内川でカヌー体験教室

初めてでも楽しい！

真木真昼県立自然公園を美しくする会例会

自然公園ガイドマップの更新など決める

例会であいさつをする栗林市長。

「またやりたい」と大満足の様子でした。

　カヌー体験教室は八乙女さくらまつりの協賛行事として来年も行う予定です。初めての方も大歓迎ですので、

ぜひご参加ください。

カヌー協会員の指導により、安全にカヌーの楽しさを体験す
ることができました。

管理員として

５人の方々に

委嘱状が手渡

されました。

　自然公園管理

人は次の方々で

す。倉田陽一さ

ん（太田地域）、

同管理補助員に

田村範三さん

　今回寄贈していただいたマスコット人形は、高

さ130cm、幅100cm、重さが約40kgで、市役

所大曲庁舎の正面玄関に設置されています。

　中嶋貞明代表取締役は「みなさんに喜んでもらい、

記憶に残る仕事がしたかった。国体が盛り上がって

くれれば」と話してくれました。

　また、市では来年の国体開催時に受付案内や接

待などを担当いただく「大仙スポーツイベントボ

ランティア」を募集しています。国体を成功させ

るため、みなさんのご協力をお願いします。問い

合わせ・申し込みは国体推進事務局☎ 0187-63-
1111内線281まで
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　５月20日・21日、第49回秋田県体育指導委員

研究大会が当市を会場に行われ、全県から約330

人の体育指導委員が集まりスポーツ指導の研究成

果を発表しました。

　この大会は、県内の体育指導委員が一堂に集まり

それぞれの地域におけるスポーツの活動状況や研究

成果を発表し、今後の指導の資質向上に役立てるも

のです。

　初日に行われた全体会では、県内から集まった

体育指導委員が、それぞれの地域のスポーツにつ

いて話し合い、今後の指導について意見交換を行

いました。

　２日目は「スポーツは実践で楽しもう」をテーマ

に、大仙市総合公園を会場にディスクゴルフ、大川

西根体育館を会場にユニカールが行われ、指導員

160人がスポーツを楽しみながら汗を流しました。

　今回の研究成果は、今後、それぞれの地域スポー

ツ指導に役立てられます。

はま ぐら

　５月20日、大曲地域角間川地区の浜倉を会場に、角間

川まちづくりの会主催の「旬を食する会」が行われ、同地

区を流れる雄物川の旬の川魚「くぎざっこ」（うぐい）料理

の試食会が行われました。

　同会は、昔、雄物川有数の川港として栄えた角間川地区

の特性を生かし、川で捕れる地場産食材や同地区の川港親

水公園を生かしたまちづくりに取り組んでいます。

　この日並んだ「くぎざっこ料理」は６種類。昔から食さ

れてきた地元食材だけに、その料理法もさまざま。参加し

た会員たちは地元の川で捕れた旬の味覚を楽しみながら、

まちづくりについて話し合いました。

　同会では、同地区の伝統行事である角間川盆踊りにも協

力しています。

　角間川盆踊りは、優雅で上品な踊りが特徴で、市指定無

形民俗文化財にも指定されています。毎年８月14日に開

催されますのでみなさんぜひお越しください。

角間川まちづくりの会による「旬を食する会」
地場産食材を生かしてまちづくり

写真上／県内の体育指導員が、青空
の総合公園でディスクゴルフを楽し
みました。

写真右／ユニカールは、今年トリノ
オリンピックで注目を集めたカーリ
ングの室内競技版です。

写真上／地元の川魚をつまみに乾杯。会では、地場産食
材を生かしたまちづくりが話し合われました。
写真下／塩焼き、あらい、たたきなどの料理が並びました。

県内の体育指導委員の研究発表会

魅力ある生涯スポーツ
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　５月21日、大曲地

域の福部内遊水地公

園で大曲青年会議所

（佐々木啓友理事長）

の主催による桜の植

樹が行われ、大曲小

と東大曲小の１年生

の手により、ソメイ

ヨシノが植えられま

した。

　今回植樹された桜

は全部で24本。発芽

してから２年目のも

ので、高さが約３

メートル、直径が約

　５月13日・14日、大曲華道会（栗林登会長）の

主催による第24回大曲総合華道展が大曲中央公

民館を会場に行われました。

　この展覧会は大曲華道会の創設以来毎年開催し

ているもので、会場には、ヒマワリやシャクヤク

など初夏に咲く花々を中心とした作品が展示され、

訪れた方々はその鮮やかな美しさに見入っていま

した。
いえもといけのぼう しょうせいは りゅうせいは そう

　大曲華道会には、家元池坊、松生派、龍生派、草
げつりゅう か げい あだちりゅう ちくせい か どうかい せんしょういけのぼう お はら

月流、花芸安達流、竹青華道会、専正池坊、小原
りゅう せん け せい か

流、千家生花の９流派が所属しています。

　栗林会長は「流派は違っても、花の良さを表現

したいという気持ちは一緒。初夏の花を見てやす

らぎを感じてほしい」と話してくれました。

　５月14日、大曲

エンパイヤホテル

を会場に大仙市長

旗争奪サッカー大

会の優勝旗贈呈式

が行われました。

　式では、栗林次

美市長が「大会シ

ンボルとして利用

してください」と

秋山福夫・大仙市

サッカー協会長に

優勝旗を手渡しま

した。

市が大仙市サッカー協会に優勝旗を贈呈
大仙市長旗争奪大会のシンボルに

写真上／展覧会に
はたくさんの方が
来場し、初夏の花
を楽しみました。

写真右／華道展に
はさまざまな作品
が並びました。

第24回大曲総合華道展
初夏の花で安らぎを

大曲青年会議所が桜の植樹
桜と共に、健やかな成長を願う

８センチメートルほどの若木です。約２年後には

きれいな花を咲かせる予定です。

　小学生たちは一生懸命に土を掘り、若木をいた

わりながら植樹。終了後には植樹した桜に自分の

名札を取り付け、青々とした好天の空の下、それ

ぞれの成長を誓いました。

青空の下で行われた桜の
植樹。

市が贈呈した大仙市長杯優勝旗。

　この大会は、市サッカー協会が主催するスポーツ

少年団のための大会で、同協会と親睦の深い県内外

のチームを招待し開催されているものです。

　今回で２回目となるこの大会は、７月８日（土）・

９日（日）に大曲地域（花館河川敷と大曲大橋下）、神

岡地域、太田地域のそれぞれのサッカー場を会場に

行われます。

　みなさんの応援をよろしくお願いします。
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あて先はこちらまで
（住所不要）

空
請
求
の
は
が
き
が
２
回
ほ
ど
届
い
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ど
ち
ら
も
無
視
し

て
い
た
の
で
何
事
も
な
く
て
よ
か
っ
た
で
す
。

　
テ
レ
ビ
で
よ
く
こ
う
い
っ
た
ニ
ュ
ー
ス
を

見
ま
す
が
、
届
い
た
時
は
、
本
当
に
来
る
ん

だ
と
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
冷
静
に
対
処
す

る
こ
と
で
防
げ
る
も
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。

（
仙
北
地
域
・
16
歳
女
性
）

川
と
丸
子
川
に
放
流
さ
れ
た
鮭
が
、
大

き
く
な
っ
て
戻
っ
て
く
る
と
い
い
で

す
ね
。

（
中
仙
地
域
・
31
歳
男
性
）

集
の
「
事
業
目
標
を
語
る
」
じ
っ
く
り

読
ま
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
顔
写
真
付
き
な
の
で
言
葉
に
責
任
を
持
つ

イ
メ
ー
ジ
で
と
て
も
良
か
っ
た
で
す
。

（
大
曲
地
域
・
37
歳
女
性
）

年
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
は
天
気
の

良
い
日
が
多
く
て
思
わ
ず
遠
出
を
し

た
く
な
り
ま
し
た
。

　
で
も
、
道
路
は
も
の
す
ご
く
渋
滞
。
久
し

ぶ
り
に
の
ん
び
り
家
族
と
近
場
に
ド
ラ
イ
ブ

に
出
か
け
ま
し
た
。
た
ま
に
は
、
そ
ん
な

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
も
い
い
か
な
。

　
道
の
駅
「
か
み
お
か
」
の
向
い
。
紫
の
お

店
に
売
っ
て
い
る
「
ご
ま
ソ
フ
ト
」
が
お
い

し
い
の
で
お
勧
め
で
す
。

（
大
曲
地
域
・
23
歳
女
性
）

ば
む
日
も
あ
り
ま
す
が
、
動
き
や
す
く

な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
主
人
の
仕
事
が
減
り
、
生
活
が
悪
化
し
て

い
ま
す
。
先
が
と
て
も
心
配
で
す
。
何
と
か

住
み
良
い
生
活
が
で
き
る
よ
う
に
お
願
い
し

ま
す
。

（
協
和
地
域
・
47
歳
女
性
）

書
感
想
画
中
央
コ
ン
ク
ー
ル
で
全
国
一

位
に
輝
い
た
須
藤
嶺
さ
ん
の
作
品
。

　
命
の
躍
動
が
感
じ
ら
れ
、
素
直
に
感
動
し

ま
し
た
。

　
そ
れ
と
、
図
書
カ
ー
ド
が
当
た
り
ま
す
よ

う
に
と
祈
っ
て
い
ま
す
。

（
西
仙
北
地
域
・
17
歳
女
性
）

は
車
が
大
好
き
で
、
ユ
メ
リ
ア
で
行
わ

れ
た
カ
ー
＆
バ
イ
ク
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

に
行
き
た
か
っ
た
で
す
。

　
し
か
し
、
高
校
生
と
な
っ
た
今
、
勉
強
に

明
け
暮
れ
る
日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
す

　
忙
し
い
日
で
も
市
内
の
行
事
と
出
来
事
が

見
て
分
か
る
「
広
報
だ
い
せ
ん
」
は
本
当
に

助
か
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
い
ろ
い
ろ
な
記

事
を
載
せ
て
く
だ
さ
い
。

（
太
田
地
域
・
16
歳
男
性
）

う
や
く
春
ら
し
く
な
り
ま
し
た
。

趣
味
の
サ
ッ
カ
ー
を
、
仲
間
と
け
が
を

し
な
い
よ
う
に
楽
し
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
大
曲
地
域
・
50
歳
男
性
）

紙
の
、
鮭
の
稚
魚
を
放
流
す
る
園
児
た

ち
「
め
ん
こ
い
な
ぁ
〜
」。

　
稚
魚
も
こ
の
園
児
た
ち
も
す
く
す
く
育
っ

て
ね
。

（
太
田
地
域
・
56
歳
女
性
）

報
を
楽
し
く
読
み
、
毎
回
ク
イ
ズ
に
応

募
し
て
い
ま
す
。

　
や
っ
と
図
書
カ
ー
ド
が
当
た
り
ま
し
た
。

と
て
も
う
れ
し
い
で
す
。

（
神
岡
地
域
・
59
歳
女
性
）

変
わ
り
し
て
い
く
農
村
の
米
作
り
で
す

が
、
営
農
支
援
セ
ン
タ
ー
指
導
員
の
み

な
さ
ん
の
力
を
借
り
な
が
ら
、
生
活
の
向
上

に
光
を
見
い
だ
せ
る
よ
う
な
農
業
経
営
に
な

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
以
上
、
耕
作
放
棄
地
を
増
や
し
た
く

あ
り
ま
せ
ん
ね
。（

大
曲
地
域
・
64
歳
男
性
）

泉
ふ
れ
あ
い
入
浴
サ
ー
ビ
ス
。
私
の
家

に
も
対
象
者
が
い
ま
す
が
、
地
元
の
温

泉
施
設（
民
間
施
設
）が
利
用
で
き
な
い
の
は

残
念
で
す
。

　
お
年
寄
り
が
対
象
で
す
の
で
、
で
き
る
だ

け
近
く
の
施
設
を
利
用
で
き
る
よ
う
な
対
応

を
考
え
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
民
間
に
も
活
力
が
必
要
な
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

（
大
曲
地
域
・
44
歳
女
性
）

架

読 汗

 

５
月
１
日
号
に
寄
せ
ら
れ
た
お
手
紙
か
ら

表広

私

温

特今

よ

様

玉

水面に映る街のあかり
　水の張られた田んぼ。

　特に、夜は大きな湖の

ように見えませんか。

　カエルの合唱を聴き

ながら、水面に映る美し

い街のあかりに田んぼ

だということを忘れ見

とれてしまいました。
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　答え、郵便番号、住所、氏名、年齢、広報誌の感想や市

への質問などをお書きの上、秘書広報課までお送りくださ

い。また、ハガキ以外でもファックス（0187-63-1119）、

Eメール（kouhou@city.daisen.akita.jp）でご応募ください。

仙北組合総合病院の一般病床数は、
圏域病院全体の約何％でしょうか？

①52　　②54　　③56

６ 15

（１人当たり）
エネルギー 102kcak
たんぱく質 6.0g
脂質 4.9g
鉄 0.5g
ビタミンＣ 7.0g
食物繊維 1.6g

材　料（３～４人分）
◆アスパラガス/150g◆細タケノコ水煮/75g
◆タマネギ/75g◆ニンジン/25g◆豚ひき肉/
75g◆長ネギ/40g◆サラダ油/適量◆マーボー
豆腐の素/小袋１袋
※マーボー豆腐の素は市販のもの、辛さはお好みで

作り方
①アスパラは軽くゆでて、ななめ切りにする。
②細タケノコ水煮、タマネギ、ニンジンは薄切
りにし、フライパンにサラダ油をひき、いた
めて一度皿に取る。

③同じフライパンで豚ひき肉とみじん切りにし
た長ネギをいため、①のアスパラと②の野菜
を加えてさらにいためる。

④マーボー豆腐の素を加えて味付けしてできあ
がり。

※中火くらいの火加減で、野菜がシャキッとする
ように、手早くいためることがポイントです。

　５月下旬から地場産アスパ
ラを給食に取り入れています。
　グリーンアスパラは緑黄色
野菜に分類され、疲労回復を早
め、新陳代謝を良くする働きの
あるアスパラギン酸を多く含
みます。
　また夏バテを防ぐ代表的な
食材の豚肉も加わり、夏に向け
てのスタミナがつくおすすめ
の一品です。

品
表
示
に
関
す
る
相
談
」
に
つ
い
て
、
東
北

農
政
局
秋
田
農
政
事
務
所
の
住
所
「
大
曲
福

住
町
３-

４
」
は
、
地
図
を
見
た
の
で
す
が

見
つ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

（
大
曲
地
域
・
47
歳
女
性
）

【
広
報
担
当
】
　

　
ご
指
摘
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
ご
指
摘
の
あ
っ
た
東
北
農
政
局
秋
田
農
政

事
務
所
の
住
所
で
す
が
、
電
話
で
確
認
し
た

と
こ
ろ
、
正
し
く
は
「
大
曲
福
住
町
３-

14
」
で

し
た
。
訂
正
し
て
お
わ
び
し
ま
す
。

成
18
年
の
事
業
目
標
を
見
る
限
り
、
こ

の
ふ
る
さ
と
大
仙
市
は
快
適
な
ま
ち

に
な
る
こ
と
と
信
じ
て
い
ま
す
。

　
山
の
い
た
だ
き
を
眺
め
見
る
と
、
ま
だ
雪

は
残
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
は
花
の
つ

ぼ
み
が
膨
ら
み
、
野
原
や
木
々
の
緑
が
萌
え

る
事
で
し
ょ
う
。

　
あ
の
厳
し
か
っ
た
冬
は
な
ん
だ
っ
た
の
で

し
ょ
う
か
。

（
神
岡
地
域
）

紙
の
写
真
が
毎
回
良
く
て
感
心
し
て

い
ま
す
。

　
こ
の
カ
メ
ラ
マ
ン
の
方
の
コ
ー
ナ
ー
を
１

回
特
集
し
て
ほ
し
い
で
す
。

（
南
外
地
域
・
39
歳
女
性
）

し
く
読
ま
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

（
大
曲
地
域
・
25
歳
女
性
）

の
大
好
き
な
、
山
菜
と
釣
り
の
シ
ー
ズ

ン
に
な
り
ま
し
た
。
本
当
に
う
れ
し
い

季
節
で
す
。

　
山
の
も
の
と
海
の
も
の
、
同
時
に
食
べ
れ

ば
身
体
も
健
康
間
違
い
な
し
で
す
よ
ね
。

（
協
和
地
域
・
63
歳
男
性
）

つ
も
楽
し
く
読
ん
で
い
ま
す
。

（
大
曲
地
域
・
29
歳
男
性
）

業
目
標
を
語
る
は
、
大
変
良
い
企
画
で

じ
っ
く
り
読
み
ま
し
た
。

　
た
だ
、
８
ペ
ー
ジ
下
の
記
事
「
食
品
・
食

平表

楽事 私い
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住
宅
改
修
費
用
の
支
給（
費
用
の
９
割
分
）

を
受
け
る
た
め
に
は
、
改
修
前
に
申
請
が
必

要
で
す
。

　
申
請
を
し
な
い
で
改
修
が
行
わ
れ
た
場
合

は
、
費
用
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
申
請
手
続
き
は
、
介
護
保
険
事
務
所
、
大

仙
市
役
所
援
護
福
祉
課
、
各
総
合
支
所
市
民

課
の
各
窓
口
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
申
請
書
も
備
え
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
支

給
対
象
と
な
る
方
は
各
窓
口
で
手
続
き
を
お

願
い
し
ま
す
。

◆
支
給
対
象
者
／
要
介
護
・
要
支
援
認
定
者

で
、
居
宅
で
介
護
を
受
け
て
い
る
方

◆
支
給
対
象
工
事
／

①
手
す
り
の
取
り
付
け

　
手
す
り
を
取
り
付
け
る
な
ど
、
自
宅
を
改
修
し
た
場
合
、３
月
ま
で
は
改
修
後
の
申
請
に

よ
り
費
用
の
９
割
が
介
護
保
険
か
ら
支
給
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
４
月
か
ら
は
事
前
申
請
制
度
が
導
入
さ
れ
、
支
給
を
受
け
る
た
め
に
は
、改
修
前
に
申
請

手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

②
段
差
の
解
消

③
滑
り
防
止
、
移
動
円
滑
化
の
た
め
の
床
・

通
路
面
の
材
料
変
更

④
扉
の
取
り
替
え（
引
き
戸
等
）

⑤
和
式
か
ら
洋
式
へ
の
便
器
の
取
り
替
え

⑥
そ
の
他
①
か
ら
⑤
ま
で
の
工
事
に
必
要
な

住
宅
改
修

◆
支
給
額
／
改
修
費
用
の
９
割

（
限
度
額
20
万
円
）

◆
必
要
書
類
／

【
改
修
前
】
支
給
申
請
書
、
住
宅
改
修
が
必

要
な
理
由
書
、
工
事
見
積
書
、
工
事
前
の

写
真
、
家
の
平
面
図

【
改
修
後
】
領
収
書
、
工
事
費
内
訳
書
、
工

事
後
の
写
真

【
問
い
合
わ
せ
】

介
護
保
険
事
務
所
保
険
管
理
班

（
大
仙
市
役
所
仙
北
庁
舎
３
階
）

☎
０
１
８
７（
86
）３
９
１
１
ま
で

費
用
の
支
給
を
受
け
る
た
め
に
は

事
前
申
請
が
必
要
で
す

支
給
を
受
け
る
た
め
の
手
続
き

功
績
を
讃
え
ま
す

　
平
成
18
年
春
の
叙
勲
な
ら
び
に
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
が
発
表
さ
れ
、

大
仙
市
か
ら
８
人
の
方
々
が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

「旭日双光章」
えい こ

齋 藤 榮 子 さん
(大沢郷字宿・73歳)

消防功労。元秋田県婦人防
火クラブ連絡協議会会長。

「旭日双光章」
もも ろう

鈴 木 桃 郎 さん
(太田町国見字国見田・75歳)
地方自治功労。元太田町
議会議員。

「旭日双光章」
まさ お

富 樫 正 男 さん
(神宮寺字福島・77歳)
地方自治功労。元神岡町
議会議員。

「瑞宝小綬章」
たみ の すけ

藤 井 民之佑 さん
(神宮寺字神宮寺・71歳)
教育功労。元公立高等学
校校長。

「瑞宝単光章」
よし ひろ

傳 農 善 博 さん
(上鴬野字後村・70歳)
消防功労。元中仙町消防
団副団長。

「瑞宝単光章」
い いち

門 脇 伊 一 さん
(太田町斉内字荒屋敷・73歳)
消防功労。元太田町消防
団分団長。

「瑞宝単光章」
よう じ

大 嶋 要 二 さん
(大曲浜町・76歳)

消防功労。元大曲市消防
団分団長。

「瑞宝単光章」
ひさ お

伊 藤 久 雄 さん
(角間川町本町字艮・73歳)
危険業務従事者叙勲（消防
功労）。元大曲仙北広域市
町村圏組合消防司令。

事
前
申
請
で

住
宅
改
修
費
用
の
９
割
を
支
給

介

護

保

険

事

務

所

か

ら

の

お

知

ら

せ
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　入場には整理券が必要です。整理券

はドンパルで配布します。

◆開催日／7月30日（日）

◆開演／午後３時

◆会場／中仙市民会館（ドンパル）

◆入場料／無料（整理券必要）

◆整理券配布開始日／

６月20日（火）午前9時～

※１人につき４枚まで

【問い合わせ】

　中仙市民会館（ドンパル・月曜休館）

　☎ 0187-56-7200まで

５月10日、真木真昼自然公園の視察を行う
栗林市長。

市長交際費（４月1日～４月30日）
摘　要　　 件 数　 　金　額

弔　慰  　　　　　　　　　　

慶　祝　　　　　　

合　計

　3

36

39

30,000

189,860

219,860

航空自衛隊
三沢音楽隊
コンサート

蔦バレエ
研究所
発表会

平
成
18
年
度

秋
田
県
民

芸
術
祭
参
加

◆開催日／６月18日(日)

◆時間／【１回目】午後１時30分

【２回目】午後６時

◆会場／大曲市民会館

◆入場料／1,500円（全席自由）

◆演目／「アラジンと魔法のラン

プ」「レクイエム」など

【問い合わせ】

　大曲市民会館(月曜休館)

　☎ 0187-63-8766まで

入
場
無
料
コ
ン
サ
ー
ト

33rd

大泉逸郎と
若竹舞踊団
～歌と踊りの競演～
チケット絶賛発売中！

◆開催日／６月11日（日）

◆開演／午後３時

◆会場／中仙市民会館（ドンパル）

◆入場料／3,000円（全席指定）

【問い合わせ】

　中仙市民会館（ドンパル・月曜休館）☎ 0187-56-7200まで

● ３日 ・土 まほろば唐松「薪能公演」

● ４日 ・日 第18回秋田おばこ節全国大会

第２回大仙市制施行記念
駅伝競走大会

● ５日 ・月 定例記者会見

市町長と東北農政局長との懇談会

● ６日 ・火 協和リゾート管理公社
　取締役会議・総会

● ７日 ・水 全国市長会議

● ８日 ・木 市議会第２回定例会（初日・予定）

● ９日 ・金 菅義偉総務副大臣と意見交換会

● 12日 ・月 国土交通省東北整備局湯沢河川
国道事務所との事業調整会議

● 16日 ・金 市議会第２回定例会（２日目・予定）

● 18日 ・日 大曲なかよしウォーキング

● 19日 ・月 市議会第２回定例会（３日目・予定）

● 20日 ・火 市議会第２回定例会（４日目・予定）

● 22日 ・木 （株）物産中仙株主総会

● 25日 ・日 地域協議会委員研修

● 26日 ・月 市議会第２回定例会（最終日・予定）

● 27日 ・火 大仙美郷環境事業組合臨時議会

大曲仙北広域市町村圏組合臨時議会

● 28日 ・水 雄物川上中流改修整備促進
　 　　期成同盟会設立総会

● 30日 ・金 大仙市芸術文化協会設立総会

[６月の市長の動き]
※日程が変更になる場合があります。

※写真はイメージです。

15



６月１日(木)～20日 (火)

12 (月)

大仙市の行事予定

７ (水)

(木)15

２ (金)

大曲ファミリーキャンプ場利用開始１６/ (木)

(水)14

大曲なかよしウォーキング(要申し込み)
　■午前７時30分～■雄物川河川緑地運動公園
呈茶会（玉川遠州流・今野晋清社中）■午前10時～■産業展示館(300円)
33rd蔦バレエ研究所発表会■午後１時30分～、午後６時～
　　　　　　　　　　　　■大曲市民会館（1,500円・全席指定）※Ｐ15
休日外科当番医：仙北組合総合病院・整形（大曲）☎0187-63-2111
休日歯科当番医：城南堂歯科医院（仙北市）☎0187-54-3678
小児救急診療：仙北組合総合病院（大曲）☎0187-63-2111

(日)18

第18回秋田おばこ節全国大会
　■午前９時開演■大曲市民会館（1,000円）

第２回大仙市制施行記念駅伝競走大会
　■午前９時開会式■大曲庁舎前
休日外科当番医：仙北組合総合病院・外科（大曲）☎0187-63-2111
休日歯科当番医：高橋歯科医院（大曲）☎0187-62-5058
小児救急診療：仙北組合総合病院（大曲）☎0187-63-2111

(日)４

(月)５

10 (土) こもれびの杜「春のバラ祭り」■午前９時～■こもれびの杜※Ｐ17

11 (日)

池田氏庭園の特別公開
　■午前９時～■池田家正門前(～11日、200円)※Ｐ20
地区計画説明会■午前10時～■大曲北保育園※Ｐ6
日本語支援ボランティア講座■午前10時～■大曲仙北広域交流センター※Ｐ6
大曲婦人会たすけあい演芸会■午前10時～■大曲市民会館（1,000円）
大泉逸郎と若竹舞踊団■午後３時～■中仙市民会館（3,000円）※Ｐ15
休日外科当番医：大曲中通病院（大曲）☎0187-63-2131
休日歯科当番医：たかはし歯科クリニック（仙北）☎0187-62-6800
小児救急診療：仙北組合総合病院（大曲）☎0187-63-2111

９ (金)
地区計画縦覧■午前８時30分～■都市計画課(大曲南庁舎・～26日)※Ｐ6
地区計画説明会■午後７時～■花館公民館※Ｐ6

17 (土)
秋田駒ヶ岳マイカー乗り入れ規制開始日※Ｐ19
動物愛護一般公開講座（要申し込み）■午後２時～■遊学舎※Ｐ17

(月)19 市議会第２回定例会（３日目・予定）
ＤＶ防止研修会■午前11時～■グランドパレス川端※Ｐ17

(火)20
市議会第２回定例会（４日目・予定）
大曲市民プールオープン※Ｐ5
松ノ木橋架け替え工事（大曲戸巻町・～８月31日）※Ｐ7
無料調停相談会■午前10時～■秋田地方裁判所大曲支部※Ｐ18

16 (金)
市議会第２回定例会（２日目・予定）
赤十字救急員養成講習会■午前９時～■大曲仙北広域交流センター(3,000円)※Ｐ17

８ (木)
市議会第２回定例会（初日・予定）
子育てサロン■午前10時～■桂児童センター（大曲若葉町・無料）※Ｐ18　

６ (火)
エイズ検査実施日■午前９時～■大仙保健所※Ｐ19　
大曲菊の会「菊の苗販売」■午前９時～■大曲図書館前※Ｐ17

13 (火)

(土)３
ぬく森グリーンウォーキング(要申し込み)
　■午前９時～■西仙北スポーツセンター
大曲仙北医師会公開講座■午後２時～■グランドパレス川端（無料）

薪能公演(チケット発売／協和市民センター☎018-892-3820)
　■午後５時30分開演■唐松城能楽殿（7,000円～8,500円）

16

※成分献血は採血終了まで１時間程かかるため、協
力者をお待たせしないよう予約制をとっています。
成分献血に協力いただける方は健康増進センターま
でお申し込みください。

６

企画展
■金足農業高校紹介展
期間／６月６日（火）から７月30日（日）まで
■さつき展
期間／６月８日（木）から11日（日）まで
■バラフェスタ“初夏”
期間／６月９日（金）から18日（日）まで
■初夏の斑入り山野草展
期間／６月16日（金）から18日（日）まで
■炭焼き実演Ⅱ
期間／６月23日(金)から25日(日)まで
■ユリの彩り展
期間／６月27日(火)から７月９日(日)まで
■ベルクレイフラワー展
期間／６月27日(火)から７月17日(月)まで
園芸教室
■エンジョイ！キッチンハーブ
日時／６月11日（日）午前9:30～正午
定員／20人
※園芸教室への参加申し込みは、開催日の１カ月

前から電話（0187-68-2300）で受け付けます。

おやこ自然教室
■草花を育てよう
日時／６月17日(土)午前９時30分～正午
定員／20人

16日（金）
全血

大曲

30日（金）
全血

大曲

８日（木）
成分

神岡

２日（金）
全血

大曲

【問い合わせ】健康増進センター☎0187-62-9301まで

献血日程表

10:00～12:00 秋田県仙北地域振興局

13:00～13:50 大曲社会保険事務所

14:00～15:00 フォーシーズン

15:10～16:00 大曲エンパイヤホテル       

10:00～16:00 
神岡福祉センター
※12:00～13:00は休憩

10:00～10:55 精巧堂印刷所

11:00～12:00 グランドパレス川端

13:00～14:30 鈴木典男税理士事務所

14:45～16:00 緑屋大曲店

10:00～12:00 大仙市役所大曲庁舎

13:00～14:40 大仙警察署

14:50～16:00 東北綜合警備保障(株)大曲営業所



情報交差点情

動物と仲良く暮らす社会
動物愛護一般公開講座

◆日時／６月17日(土)午後２時

～５時

◆会場／遊学舎（秋田市）

◆演題／犬のきもちとしつけ方

◆講師／

山本央子さ

ん（優良家庭

犬普及協会

常任理事）

【問い合わ

せ・申し込

み】

環境課

☎ 0187-63-
1 1 1 1 内線

277まで

TOEICの対策を
秋田高専公開講座

◆期間／６月25日(日)から８月

５日(土)までの全６回

◆会場／秋田工業高等専門学校テ

クノコミュニティ

◆受講料／11,990円

◆申込受付期限／６月12日(月)

【問い合わせ・申し込み】

秋田工業高等専門学校

☎ 018-847-6106まで

お盆などにご利用ください
菊の苗販売

　大曲菊の会では、今年も菊の苗

販売を行います。

　お盆の用意などにぜひご利用く

ださい。みなさんのお越しをお待

ちしています。

◆日時／６月６日(火)午前９時～

11時

◆会場／大曲図書館前

◆価格／１本150円

【問い合わせ】

寺村良治さん

☎ 0187-68-3745まで

癒しと勇気そして平和
李政美コンサート

◆日時／６月27日(火)開場：午後

６時、開演：午後６時30分

◆会場／中仙市民会館（ドンパル）

◆入場料／前売り券2,000円、当

日券2,500円※高校生以下無料

【問い合わせ】

李政美（い・ぢょんみ）

大仙平和コンサート実行委員会

（仙北教育会館内）

☎ 0187-62-4461まで

バラをお楽しみください
こもれびの杜「春のバラ祭り」

　こもれびの杜で「春のバラ祭

り」を行います。当日は「ほっぺ」

による横手やきそばの販売なども

行いますので、ぜひご来場くださ

い。お越しをお待ちしています。

◆期間／６月10日(土)から12日

(月)まで

◆時間／６月10・11日午前９時

～午後５時、12日午前９時～午

後３時

◆会場／こもれびの杜

【問い合わせ】

こもれびの杜

☎ 0187-63-6646まで

基本操作を学びませんか
パソコン講習会

　パソコン操作の基礎と、ワープ

ロソフト（ワード）、表計算ソフト

（エクセル）の入門と活用を学ぶパ

ソコン教室です。児童家庭課に申

込用紙を備え付けています。

◆対象／県内に在住する母子家庭

の母、または寡婦

◆日時／７月４日・６日・８日・

11日・13日の午前９時～午後４時

◆会場／神岡総合情報センター

◆定員／10人

◆受講料／500円（テキスト代）

◆申込受付期限／６月26日（月）

【問い合わせ・申し込み】

県ひとり親家庭就業

・自立支援センター

☎ 018-896-1531

女性が誇りをもつために
DV防止研修会

　国際ソロプチミストでは、ＤＶ

の研修会を行います。参加自由で

すので、ぜひご来場ください。

◆日時／６月19日(月)午前11時

～正午

◆会場／グランドパレス川端

◆講師／畑恒子さん（レッツみな

み事務局）

【問い合わせ】

ブランカ

☎ 0187-62-0558まで
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正しい応急手当の講習会 赤十字救急法救急員養成講習会

　救急員養成講習会を行います。急病人やけが人に対する正しい応急手

当を学んでみませんか。全日程の修了者には受講証、検定合格者には救

急員認定証が交付されます。

◆対象／高校生以上で全日程に参加できる方で性別は問いません

◆日時／６月16日(金)から18日(日)までの午前９時～午後５時

◆会場／大曲仙北広域交流センター

◆定員／30人

◆申込受付期限／６月14日（水）

◆受講料／3,000円

【問い合わせ・申し込み】

日本赤十字社秋田支部☎ 018-864-2731
社会福祉課企画班☎ 0187-63-1111内線158まで

愛犬と一緒に、より楽し
い毎日を送りましょう。

携帯電話用
ＱＲコード

　６月は市県民税（１期）の納付月です。

また、市税の納付は便利で確実な口座振替をご利用く

ださい。口座からの引き落としは、納付月の末日となります。

【問い合わせ】

税務課☎63-1111内線112・113

総合支所市民課税務担当まで

市県民税（１期）の納期です６月は



参加者を募集します
県障害者技能競技大会

◆日時／７月15日(土)午前９時

10分～

◆会場／秋田技術専門校（テクノ

スクール秋田）

◆申込受付期限／６月12日(月)

◆参加募集職種／【身体障害者対

象】ワードプロセッサー、表計算【知

的障害者対象】木工、縫製、紙工

【問い合わせ・申し込み】

秋田県雇用開発協会

☎ 018-896-1252まで

自然環境を守り育む
守り育む里山里海体験事業

　環境保全に取り組んでいる団体

や関係機関の事業を補助します。

詳しくは問い合わせください。

◆対象／環境保全などに取り組

んでいるボランティア団体等

◆申込受付期限／６月30日(金)

当日消印有効

◆補助限度額／総額の２分の１

以内で10万円が上限

【問い合わせ・申し込み】

秋田県水と緑推進課

☎ 018-860-1741まで

さまざまなもめ事に
無料調停相談会

　大曲調停協会では、今年も無料

調停相談会を行います。土地や建

物、サラ金など金銭のもめごと、

家庭内の問題まで相談に応じま

す。日々の生活で心配なことなど

がありましたら、ぜひご相談くだ

さい。

◆日時／６月20日（火）午前10時

～午後３時

◆会場／秋田地方裁判所大曲支部

【問い合わせ】

大曲調停協会（大曲裁判所内）

☎ 0187-63-2033まで

交通安全川柳を募集
あきた弁川柳

　高齢者の交通事故防止のため、

秋田弁を使った川柳を募集しま

す。みなさんの応募をお待ちして

います。

◆応募資格／県内に在住で応募時

65歳以上の方

◆申込受付期限／６月23 日(金)

※当日消印有効

【問い合わせ・申し込み】

秋田県県民文化政策課

☎ 018-860-1542まで

情報交換と子どもの遊び場
子育てサロン

　子育てに関する情報交換や、子

どもの遊び場を提供する無料の

「子育てサロン」を行います。

　申し込みは必要ありませんの

で、ご自由に参加ください。なお、

おやつやジュースは持参してくだ

さい。

◆対象／３歳未満の子どもとその

保護者

◆日時／６月８日（木）午前10時

30分～正午

◆会場／桂児童センター（大曲若

葉町）

【問い合わせ】

社会福祉協議会大曲支所

☎ 0187-63-0277 まで
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大仙の歴史・文化を辿る
「ふるさと探訪」

◆期日／【第３・４回】６月24日

(土)

◆時間／【第３回】午後１時～【第

４回】午後３時～

◆会場／大曲仙北広域交流センター

◆受講料／各講座400円

◆学習テーマ／【第３回】松田解

子と荒川鉱山の時代【第４回】仙

北地方のささらについて

◆申し込み方法／電話かファッ

クス（018-824-1799）、またはE

メール（sgcen002@mail2.pref.akita.jp）

で申し込みください。

◆申込受付期限／６月17日（土）

【問い合わせ・申し込み】

あきた県民カレッジ事務局

☎ 018-865-1171まで

法律について相談ください
法律無料相談支所巡回相談

◆日時／６月22日(木)午前10時

～午後３時

◆会場／社会福祉協議会西仙北

支所

◆相談員／阿部三琅弁護士

◆申込受付期限／６月20日(火)

※事前に予約が必要です

【問い合わせ・申し込み】

社会福祉協議会西仙北支所

☎ 0187-75-1145まで

◆対象／高校生以上

◆日時／ 【リフレッシュ教室】毎週火曜日午後７時～８時30分

【ダイエット教室】毎週水曜日午後２時～３時30分

【健康運動教室】毎週金曜日午後７時～８時30分

◆会場／中仙市民会館（ドンパル）

◆参加費／各2,000円、個別指導は1,000円※健康運動教室のみ2,500円

【問い合わせ】中仙保健センター☎ 0187-56-7211まで

運動で健康維持

６月の
「健康づくり教室」
と個別指導



情報交差点情
情報社会を支える電波環境
電波利用保護旬間

　６月１日から10日までは電波

利用保護循環です。

　電波はルールを守って正しく使

いましょう。電波の混信や妨害の

際は東北総合通信局までお問い合

わせください。

【問い合わせ】

東北総合通信局相談窓口

☎ 022-221-0641まで

まずは施錠から
街頭犯罪にご注意

　現在、悪質な住宅リフォームや

振り込め詐欺、子どもを狙った犯

罪などさまざまな街頭犯罪が発生

しています。

　犯罪から身を守るためには「自

分たちの街は自分たちで守る」と

いう強い気持ちが大切です。

　昨年１年間に、大仙市で被害に

あった自転車盗難、車上ねらい、

住宅侵入窃盗のうち、鍵をかけて

いないために被害にあった割合

は、自転車が５割、車が６割、住

宅が９割と全国平均を大きく上

回っています。

　今年に入ってからも増加の傾向

が見られますので、家を留守にす

る時や車から離れる時は、ほんの

少しの時間でも「必ず鍵をかけ

る」習慣を身に付けましょう。

【問い合わせ】

大仙警察署生活安全課

☎ 0187-63-3355まで

コンビニでも納付可能
６月は自動車税の納期限

　６月は自動車税の納期です。お

近くの銀行や郵便局、農協、コン

ビニエンスストアなどで忘れずに

納付してください。

　県内の各金融機関（郵便局は不

可）に預金口座があれば、口座振

替が利用できます。申し込みはが

きは仙北地域振興局県税課か金融

機関に備え付けてありますのでご

利用ください。

　また、平日に都合が悪い方のた

め、県税の休日納税相談を行いま

すのでご利用ください。

【休日納税相談】

◆日時／６月25日(日)午前８時

30分～午後５時

◆会場／仙北地域振興局県税課

【問い合わせ】

仙北地域振興局県税課

☎ 0187-63-5222まで

秋田駒ケ岳を登山する方へ
マイカー乗り入れ規制

　秋田駒ケ岳のかもしか駐車場付

近から８合目駐車場までの区間で

マイカーの乗り入れ規制を行いま

す。駐車場

の状況によ

り、時間外

でも乗り入

れを規制す

る場合があ

ります。

◆対象／

許可車両以

外の車

◆期間／

６月17日（土）から８月20日（日）

までと８月26日から10月29日

までの土、日、祝日

◆時間／午前５時30分～午後５

時30分

【問い合わせ】

田沢湖観光情報センター

☎ 0187-43-2111まで

消防法が改正されました
火災警報器設置が義務化

　消防法の改正により、６月１日

から新築住宅に火災警報器の設置

が義務づけられました。既に建築

されている住宅には23年５月31

日までに設置が必要です。

　また、悪質な訪問販売や点検を

行う業者が多発するおそれがある

ので十分注意してください。消防

職員が訪問販売することは一切あ

りません。

【問い合わせ】

大曲仙北広域市町村組合

消防本部予防課

☎ 0187-63-0316まで

感染者が増加しています
エイズ検査普及週間

　６月１日から７日までのエイズ

検査普及週間に合わせ、検査日を

設けますのでご利用ください。

　診断時にはすでにエイズを発症

している例が約３割を占めていま

す。早期発見のためにも検査を受

けることをお勧めします。なお、

結果は１週間後です。

◆日時／６月６日(火)午前９時～

10時30分※通常は毎月第１・３

木曜日の午前９時～10時30分で

申し込みが必要（第３木曜日は午

後17時30分～20時にも実施）

◆会場／大仙保健所

◆検査料金／無料

【問い合わせ・申し込み】

大仙保健所

☎ 0187-63-3403まで

火災警報器には壁掛けタイプ（写真左）と
天井付けタイプがあります。
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　６月は全国
的に土砂災害
防止月間です。
もし、土砂災
害が起こりそ
うな場所があ
りましたら、
道路河川課ま
で問い合わせ
ください。

６
月
は

土
砂
災
害

防
止
月
間
【問い合わせ】

道路河川課☎0187-66-4905まで

春の駒ヶ岳をお楽しみ
ください。

壁掛けタイプ 天井付けタイプ



株式会社 仙北印刷所

　人　口　94,953 人（－202）

　　　男　45,076 人（－104）

　　　女　49,877 人（－ 98）

　世帯数　30,435世帯（＋ 44）

（４/30現在）
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？
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チ
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が
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軟
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大
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キ
ャ
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チ
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が
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、
熱
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試
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を
期
待
し
た
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▼
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ろ
で
、
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ギ
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が
国
や
地
方
公
共
団
体
な
ど
の
キ
ャ
ラ
ク
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競
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？
）テ
レ
ビ
番
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で
、
初
代
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
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輝
い
た
そ
う
で
す
。
決
勝
で
対
決
し
た
の
が
北
海
道

岩
内
観
光
協
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が
誇
る
「
た
ら
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」。
い
っ
た
い
ど
ん

な
番
組
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
も
し
、
何
か
ご
存

じ
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
ら
ご
一
報
を
。
　（
三
）

日　  時 ／６月10日（土）・11日（日）

午前９時～午後４時

入 場 料 ／１人200円（公開時の整備協力金として）

受け付け／池田家正門前

駐 車 場 ／正面前（30台程度）と臨時駐車場（南保育園80台）

※今回は、仙北庁舎からのシャトルバス運行はありません。

　
池
田
氏
庭
園
の
特
別
公
開
。
初
夏
の
緑

と
雪
見
灯
籠
が
見
せ
る
顔
、
日
本
庭
園
の

す
ば
ら
し
さ
を
感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
公
開
に
よ
り
、
多
く
の
方
々
に
国
指

定
名
勝
「
池
田
氏
庭
園
」
の
美
し
さ
、
文

化
的
価
値
に
触
れ
、
文
化
財
保
護
へ
の

ご
理
解
と
ご
協
力
が
得
ら
れ
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

　
見
学
は
30
人
程
度
の
小
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
、解
説
員
誘
導
の
も
と
主
庭
園
を

中
心
に
行
い
ま
す
。敷
地
内
は
個
人
住
宅

地
内
で
す
の
で
、公
開
順
路
以
外
へ
の
立

ち
入
り
や
自
由
見
学
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
写
真
撮
影
は
可
能
で
す
が
、
三
脚
の

使
用
、
商
用
目
的
、
池
田
家
居
住
区
域
の

撮
影
は
禁
止
と
な
り
ま
す
。

　
雨
天
の
場
合
は
、
雨
具
や
長
靴
等
を

ご
用
意
く
だ
さ
い
。

歴史と風情ある庭園を巡る

国指定名勝

池田氏庭園
の特別公開

学術的・鑑賞的価値の高い庭園

【問い合わせ】

平日／教育委員会文化財保護課☎0187-63-8972まで
土・日曜日／仙北総合支所☎0187-63-3003まで

期 日／ 11月11日(土)

12日(日)
※開催期日は予定です。

　秋にも公開を予定し

ています。紅葉の庭園

もぜひご覧ください。

秋 季 特 別 公 開




